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日　　時　　　　平成２２年　　９　月　１７日（金）　午後３時～午後５時
場　　所　　　　横須賀市産業交流プラザ　第１研修室　（汐入駅前「よこすか芸術劇場3階」）　　　　　
講　　師　　　　防衛大学校　電気情報学群　情報工学科　教授　　大内　和夫　氏
定　　員　　　　６０名　（先着順）

費　　用　　　　無　　　料

参加申込　　　　電話、ファックス、はがき、Eメールいずれでも結構です。
　　　　　　　　企業の方をはじめどなたでも参加できます。

 eq \o\ad(申込先,　　　　)　　　　（財）横須賀市産業振興財団　

〒238-0041　横須賀市本町３－２７

　電話０４６－８２８－１６３１　Fax０４６－８２１－１２０７　Eメール：plaza4@olive.ocn.ne.jp
なお、セミナー終了後、受講者の方々が講師を交えて情報交換を行う交流会を開催します。今回のテーマに関連することや日頃疑問に思うことなどを話し合うよい機会になります。また、ＩＴ産業クラスター検討会として、新たな事業開拓のヒントに役立てていただきます。ぜひ、ご参加ください。
＊交流会は有料（1,000円）です。当日交流会開始前にお支払いください。
＝これからの産学交流セミナーの演題（予定）＝

平成22年12月（日、テーマは未定）


お名前　　　　　　　　　　　 　　電話　　　(　　　)　　　 　 Fax　  （　　　）　　　

企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　 

交流会（１人1,000円）への参加を　　希望する　　希望しない（いずれかに○）　

お申込みされた後、主催者から了解の連絡はいたしませんので、当日会場に直接おこしください。



第３回





第三回　産学交流セミナー　参加申込書（Fax用）








近年、人工衛星に搭載した光学系センサやマイクロ波センサを使った地球観測が世界各国で行われています。日本でも、2006年に打上げた陸域観測衛星「だいち」が地球の観測を続けており、2009年には温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」が打上げられ二酸化炭素やメタンなどの濃度を計測しています。観測対象と利用分野には、波浪や植物プランクトンの分布、海洋汚染、船舶検出などの海洋をはじめ、全球的な降雨計測、地震や火山活動による地殻変動の計測とそれに伴う災害への応用、熱帯林の時空間的変化やバイオマス計測などの森林情報の抽出、農業での利用、極地の氷床変化や沙漠化などがあります。ここでは、主に人工衛星を使ったリモートセンシング技術の基礎と地球計測への応用を、例をあげて紹介します。








宇宙から地球環境を探る


～人工衛星リモートセンシングによる地球観測～














主催（財）横須賀市産業振興財団








